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　牛牧閘門は、宝暦７年にこの地を治める本田代官の川崎平右
衛門定孝の尽力により築造された樋門で、洪水時に長良川の水
が輪中内に逆流しないようにと設けられたものです。
　当時は木造で、その後改修が加えられて、現存するものは明
治４３年に、「タタキ工法」と呼ばれる工法で築造されたものです。
　タタキ工法とは、風化花崗岩に石灰を混ぜた目地土を使った
高度な左官技術で近代の産業遺産として貴重なものとなって
います。
［アクセス］●ＪＲ東海道本線穂積駅から「みずほバス牛牧・

十七条線線（右回り左回り共通）」にて「下畑」
または、「野白新田」下車徒歩１５分

［問合先］瑞穂市役所生涯学習課（�３２８・７２０７直通）

　

看
板
を
中
国
で
は 
招  
牌 
と
い
い
、
大

し
ょ
う 
は
い

阪
・
堺
の
商
人
が
こ
れ
を
真
似
て
使
い
、

商
売
が
繁
盛
し
た
こ
と
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

平
安
時
代
の
『 
令  
義  
解 
』
の
「
開
市
の

り
ょ 
の
ぎ 
げ

条
」
に
「
市
で
は 
見  
世 
ご
と
に
店
名
を

み 

せ

書
い
た 
標 
を
建
て
る
」
と
規
定
さ
れ
て

し
る
し

い
ま
し
た
。

　

安
土
・
桃
山
時
代
こ
ろ
に
な
る
と
次

第
に
多
く
な
り
、
江
戸
時
代
に
入
る
と

看
板
の
最
盛
期
を
迎
え
、
小
ぶ
り
の
軒

先
下
げ
看
板
が
主
流
と
な
り
、
元
禄
年

間
（
一
六
八
八
〜
一
七
〇
四
）
以
後
、

商
業
の
分
化
に
つ
れ
て
次
第
に
大
型
化

さ
れ
、
遠
く
か
ら
も
眺
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
半
面
、
金
銀
箔

押
し
黒 
漆 
な
ど
の
も
の
が
出
現
し
て
、

う
る
し

禁
令
の
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

　

江
戸
中
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て

は
、 
洒
落 
て
凝
っ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
豊
か

し
ゃ
れ

な
庶
民
芸
術
と
い
え
る
よ
う
な
も
の
が

多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

看
板
の
形
式
に
は
、「
屋
根
看
板
」、

「
前
に
置
く
置
き
看
板
」、「
立
て
看
板
」、

「 
庇 
に
吊
る
す
下
げ
看
板
」「
夜
間
営
業

ひ
さ
し

用
の 
行  
灯 
看
板
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
ん 
ど
ん

　

看
板
の
表
示
様
式
は
、
①
実
物
看
板

（ 
苧
麻 
・ 
髢 
・
笠
な
ど
）、
②
実
物
模
造

ち
ょ
ま 

か
も
じ

（
糸
・
筆
・
扇
・
眼
鏡
・
矢
立
な
ど
）、

③
容
器
・
付
属
品
（
酢
・
薬
・
茶
・
砂

糖
な
ど
）、
④
商
品
と
関
係
あ
る
も
の

（
酒
屋
の
杉
玉
・
味
噌
屋
の 
切
匙 
な
ど
）、

せ
っ
か
い

⑤
※ 
判 
じ 
物 
（
櫛
屋
の
十
三
や
・
焼
芋

は
ん 

も
の

屋
の
十
三
里
半
な
ど
）⑥
文
字
看
板（
寿

司
・
氷
な
ど
）
の
六
種
類
に
分
類
さ
れ

ま
す
。
置
き
看
板
・
立
て
看
板
・
下
げ

看
板
は
店
が
開
店
と
同
時
に
外
に
出
し
、

閉
店
の
と
き
に
取
り
込
む
の
で
、
店
を

閉
め
る
こ
と
を
「
看
板
に
な
る
」
と
い

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

明
治
以
降
は
、
ペ
ン
キ
が
輸
入
さ
れ

て
各
種
色
彩
を
用
い
た
文
字
看
板
が
多

く
な
り
ま
し
た
。

　

資
料
館
で
は
、
桧
や
杉
板
に
墨
で
屋

号
や
売
り
物
を
書
い
た
看
板
、
金
箔
を

押
し
た
漆
塗
り
看
板
、
銅
板
看
板
、

ホ
ー
ロ
ー
看
板
な
ど
を
『
川
湊
を
中
心

と
し
た
商
工
業
の
歴
史
』
の
中
で
展
示

紹
介
し
て
い
ま
す
。

※ 
判 
じ 
物 
＝
看
板
な
ど
の
文
字
・
絵
に
あ
る
意

は
ん 

も
の

義
を 
寓 （
た
と
え
・
か
こ
つ
け
）し
て
そ
れ
を

ぐ

判
断
さ
せ
る
も
の
。

○「
十
三
や
」＝
九
四〔 
櫛 
〕屋
の
こ
と
。

く
し

○「
十
三
里
半
」＝
焼
き
芋
屋
の
看
板
で
九
里

〔
栗
〕四
里〔
よ
り
〕う
ま
い〔
上
だ（
半
）〕と

い
う 
洒
落 
で
あ
る
。

し
ゃ
れ

看 
板
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瑞穂市　牛牧閘門

▲牛牧閘門
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